




　　事業再評価を実施する事業の一覧表（道路事業） 中部地方整備局

整理
番号

事業
種別
※１

該当
項目
※２

都道
府県
名

路線
番号

箇　所　名 事業の目的
事業
延長
(km)

事業化
年度

都市計画
決定又は
変更年度

用地
着手
年度

工事
着手
年度

供用済
み延長
(km)

全体
事業費
（億円）

事業
進捗率
（％）

事業を巡る社会情勢等の変化 事業の状況及び今後の見通し Ｂ／Ｃ
対応方

針
（原案）

備　　　　　考

1 ２次 ④ 静
岡

246 裾野バイパス ・幹線道路の渋滞解消
・沿道地域開発への支援
・一次緊急輸送路としての機能強化

35.3 Ｓ４１
Ｓ４６
～

Ｓ６１
Ｓ４１ Ｓ４１

4車線
：30.9
2車線
：4.4

520 84

・国道２４６号に広域交通が集中
・幹線道路の交通渋滞
・一次緊急輸送路としての機能低下

・平成２０年代半ばまで　４車線化（Ｌ＝4.4km）

全体事
業
6.1

残事業
1.6

事業継
続

2 地高 ④ 愛
知

23 豊橋浜松道路
　豊橋東バイパス

・幹線道路（１号・２３号）の渋滞緩和
・物流拠点のアクセス支援
・地域振興の支援

9.2 Ｈ４ Ｓ６１ Ｈ７ Ｈ１４ 0.0 460 39

・幹線道路の交通混雑
・豊橋都市圏～浜松都市圏間の交通流動
・三河港の発展
・地域プロジェクトの進展

・平成１８年度　野依ＩＣ～七根ＩＣ(L=2.3km)暫
定２車線　開通予定
・平成２０年代前半　七根ＩＣ～東細谷ＩＣ
(L=6.9km)　暫定２車線開通予定

全体事
業
7.0

残事業
12.1

事業継
続

3 地高 ④ 愛
知

23 名豊道路
　蒲郡バイパス

・幹線道路（１号・２３号）の渋滞緩和
・物流交通の効率化
・地域振興の支援

5.9 Ｈ９ Ｈ３ Ｈ１５ － 0.0 510 11

・幹線道路および蒲郡市街地における交通混雑
・三河港の発展
・海洋リゾート事業の進展

・平成２０年代前半　芦谷ＩＣ～蒲郡ＩＣ
(L=5.9km)　暫定２車線開通予定

全体事
業
5.0

残事業
5.9

事業継
続

4 地高 ④ 愛
知

23 名豊道路
　知立バイパス

・交通需要への対応
・一般国道２３号の交通混雑の緩和・解消
・沿線地域の開発と振興支援

16.4 Ｓ４７ Ｓ４７ Ｓ４８ Ｓ４８

4車線
(高架)
：8.0

(平面)
：3.9

2車線
：4.5

570 73

・交通需要の増加
・沿線地域の開発振興
・自動車関連産業の進出

・平成２０年度　芦池ＩＣ～野田ＩＣ(L=1.9km)４
車線開通予定
・平成２１年度　和泉ＩＣ～芦池ＩＣ(L=3.9km)高
架２車線開通予定
・平成２４年度　和泉ＩＣ～芦池ＩＣ(L=3.9km)高
架４車線開通予定
・平成２０年代後半　安城西尾ＩＣ～和泉ＩＣ
(L=2.6km)４車線開通予定

全体事
業
3.5

残事業
9.4

事業継
続

※１．（事業種別）　　高規格：高　　　地域高規格：地高　　　一般１次改築：１次　　　一般２次改築：２次
※２．（再評価該当項目） ①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業

②事業採択後１０年間が経過した時点で継続中の事業
③準備・計画段階で５年間が経過している事業
④再評価実施後５年間が経過している事業
⑤その他
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平成１９年度継続箇所 道路事業の評価書（原案）

事 業 名 国道２４６号 裾野バイパス 事業種別 一般二次
す そ の

35.3 km起 終 点 自：静岡県駿東郡小山町小山 延長
すんとう お や ま お や ま

35.3 km至：静岡県沼津市大岡 供用済
ぬ ま ず おおおか

事 業 化 昭和４１年度 都市計画決定 昭和４６～６１年度

用 地 着 手 昭和４１年度 工 事 着 手 昭和４１年度

再評価実施理由 事業採択後一定期間が経過している事業

全 体 事 業 費 約 ５２０億円

事 業 の 目 的 ・幹線道路の交通渋滞解消

・沿道地域開発への支援

・一次緊急輸送路としての機能向上

１．事業の必要性
（１）事業を巡る社会情勢等の変化

・国道２４６号に広域交通が集中
・幹線道路の交通渋滞
・一次緊急輸送路としての機能低下

（２）事業の投資効果
・幹線道路の交通渋滞解消
・沿道地域開発への支援
・一次緊急輸送路としての機能向上
・費用便益比

事業全体の費用便益比（ ）＝ ６．１B/C
残事業の費用便益比 （ ）＝ １．６B/C

（３）事業の進捗状況
km km km・延長３５．３ のうち３０．９ が４車線、２車区間は４．４

２．事業進捗の見込み
・平成２０年代半ばまでに４車線化、現在、地元調整を実施

３．コスト縮減、代替案立案等の可能性
・橋梁形式、長大切土構造の見直しによるコスト縮減約８億円。
・暫定２車線にて開通している区間の現道拡幅の４車線化事業であことか

ら計画の変更は困難

○対応方針（案）
・本事業を継続する


































